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いちよしSDGs通信 VOl.41 『G7広島サミットとSDGs』

～G7クリーン・エネルギー経済行動計画～

日本で７年振りに開催された「G7広島サミット（2023年5月19～21日）」では、再生可能エネルギーなどの

クリーン・エネルギーへの移行を促進するための経済行動計画が発表されました。

■ 「パリ協定」の再確認

2023年5月20日、G7広島サミットにおいて、セッション7 「持続可能な世界に向けた共通の努力」が開催され、気候・エネ

ルギー、環境等について盛んに議論が行われました。その中では「世界の平均気温の上昇を1.5℃に抑える努力をする」とし

た「パリ協定」の目標や、その目標達成に向けては官民の投資が必要であることで一致しました。具体的には、エネルギーの

移行コストを下げ、クリーン・エネルギーへ移行するための投資ギャップを埋めるために更なる協力が必要であることが確

認されています。

また、目標達成のためには、各国のエネルギー事情や産業の構造などに応じた多様な道筋があるとした上で、これらの道

筋が遅くとも2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする共通目標につながるべきであることを強調し、政策

の違いは対話や協調を通じて解決することを目指すとしています。なお、クリーン・エネルギーへの移行に向けては、サプラ

イチェーンを強化していくために新興国や途上国との新たな連携も確立していくとしています。

・ 気候変動・エネルギーに関して、参加国・機関は、気候変動、生物多様性、汚染

といった課題に一体的に取り組む必要があること、「気候危機」への対応は世

界共通の待ったなしの課題であり、G7も太平洋島しょ国もアフリカやその他

の地域の国々も一緒に取り組む必要があることを確認しました。また、エネル

ギー安全保障、気候危機、地政学リスクを一体的に捉え、再エネや省エネの活

用を最大限導入しつつ、経済成長を阻害しないよう、各国の事情に応じ、あら

ゆる技術やエネルギー源を活用する多様な道筋の下で、ネット・ゼロという

共通のゴールを目指すことの重要性や、クリーン・エネルギー移行に不可欠な

クリーン・エネルギー機器及び重要鉱物のサプライチェーンの強靭化の必要

性を共有しました。更に、気候資金を動員し、気候変動に脆弱な国や人々が取

り残されないような支援が必要であるという認識を共有しました。

・ 環境問題に関して、参加国・機関は、プラスチック汚染対策、生物多様性保全、

森林対策、海洋汚染などの具体的な取り組みを進めていくための連携の強化

を確認しました。

※ 出所：外務省ホームページより引用

【 G7広島サミット「持続可能な世界に向けた共通の努力」（概要）】



購入単位 販売会社が定める単位 ※詳しくは、販売会社にお問い合わせください。

購入価額 購入申込受付日の基準価額 ※ファンドの基準価額は1万口当たりで表示しています。

換金価額 換金（解約）申込受付日の基準価額から信託財産留保額を控除した価額

信託期間 原則として無期限（2020年8月21日設定）

決算日 毎年8月20日（休業日の場合は翌営業日）

課税関係
課税上は、株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、少額投資非課税制度の適用対象です。
配当控除の適用があります。
益金不算入制度は適用されません。


